
もくじ  

６ わたしたちの県  

 
(1)土地のとく色を生かした伝とう工業 

①酒をつくる工場 

工場の中は,どんなようすでしょう。 

 
 

お酒ができるまで 

①げんりょうになる米。白米にしてまん中

をつかう。 

②米はよくあらって 12 時間ぐらいつけて

から,きかいでちょうどよくむす。 

③ひやしたむし米に,たねこうじをくわえて

こうじをつくる。 

④こうじに,むし米と水をまぜてはっこうさ

せ,酒母
し ゅ ぼ

(もと)をつくる。 

⑤しこみタンクに酒母
し ゅ ぼ

,むし米
まい

,こうじ,水
みず

を 3

回にわけてくわえ,もろみをつくる。 

⑥もろみがよくはっこうするように,ときどき

まぜる。 

 

 

れんぞくむし米機 

 
 

⑦もろみをきかいでしぼると,原酒
げんしゅ

ができる。 

⑧原酒
げんしゅ

は,さっきんしてタンクに入れられる。 

⑨原酒
げんしゅ

はこいので,水でわったりしてからび

んにつめる。 

⑩ラベルをはられたせいひんは,そうこには

こばれる。 

ゆかりさんのノート 

◇工場の中で 

 工場の中に入ると、お酒のあまいにおいがし

ました。 

 大きなタンクがたくさんあってびっくりしました。

 おじさんがタンクのお酒をかきまぜていまし

た。 

 



はたらいている人たちは,どんなようすでしょうか。 

 

はたらいている人のようす 

 工場のおじさんが,つぎのように話してくださいました。 

「工場の中では,しごとをしやすいように,さぎょうふくをきています。こうじをつくる

へやは,あついのでたいへんです。」 

 まさしくんたちは,はたらいている人のふくそうについてまとめてみました。 

はたらいている人のふくそう 

 
工場のおじさんの話 

 
  

 

よしきくんたちは,はたらいている人
ひと

たちがどこから通
かよ

ってくるのか,くわし

く聞
き

いて,図にまとめました。 

 お酒
さけ

をつくるしごとだけでなく,そのほかのようすについても聞きました。 

工場
こうじょう

のおじさんの 話
はなし

 

  
 

杜氏さんによって,お

酒の味などがきまる

んだって。杜氏さん

てすごいな。 

以前は、蔵人（くらびと）とよばれる人たちが、冬場になるとや

ってきて、冬に酒づくりをおこなっていましたが、今は、社員さん

が年間を通して、酒づくりをおこなっています。お酒のタイプごと

にチームをつくり、社員さん一人ひとりが、「しこみ」、「もろみか

んり」「しぼり」「じゅくせい・ちょぞう」等、いくつもの仕事を受け

持ちながら、酒づくりをおこなっています。げんざい、この工場

では、女性の方が杜氏（とうじ）として、かつやくしています。 

 

この工場
こうじょう

ではたらいている人たちは自動車で通う

人がほとんどです。 

 そのために,おおきなちゅう車場
しゃじょう

があります。となり

の町や村からも来ています。 



 
はたらく人たちはどこから 

ちゅう車場 工場の外にある休けい室 

 

 

げんりょうはどこから来て,せいひんはどこへおくられて行くのでしょう  

 

どこから来て,どこへ行くか 

 やすしくんたちは,工場の人から教わったことをもとにして,げんりょうの米がどこからは

こばれてくるのか,まとめてみました。 

 

 

1 年間につかう米のりょう  



 

げんりょうはどこから 

 

なお子さんたちは,せいひんのおくり先
さ き

についてじむの人に聞
き

きました。 

「この工場
こうじょう

のお酒は,福島
ふ く し ま

市や郡山
こおりやま

市,いわき市をはじめとする県内
けんない

の各地
か く ち

におくられて

います。また,遠くはなれた県にもおくられています。」 

 さらに,つぎのように話してくださいました。 

 

じむの人の話 

  

1 年間につくられる酒のりょう 

酒は,前の年にどのくらい売ったかをもとにして,1 年間につ

くるりょうをきめています。せいひんは,あま口やから口,ひや

してのむものなど,いろいろなしゅるいがあります。むかしか

らの味をたいせつにしてつくっています。 

 ちかごろは,人によって酒のたのしみかたもいろいろです。

わたしたちは,のむ人のこのみにあわせたせいひんをつくるど

りょくもしています。 


